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問１・２　 

地面から見た観測者から見た台車の水平方向の運動方程式：   

地面から見た観測者から見た台車の鉛直方向の力のつり合い：  

台上の観測者から見た小物体の斜面垂直方向の力のつり合い：  

以上より，  ，  ，  について解く 

問３　 
地面から見た観測者から，小物体に運動方程式を立てる 

 水平方向：  

 鉛直方向：  

に  を代入して， 　，  を求める。 

よって，  に代入する 

問４ 

小物体の鉛直方向に対して：  から  を出し， 

台車に対して：  

に代入する。 

問５ 

運動量保存則より ：  

束縛条件より ：  

２式より，  消去して  について解く。 

!もしくは，２物体の変位の距離は，２物体の質量の逆比になることを用いると素早く解ける 

M A = R sin θ

N = Mg + R cos θ

R + m A sin θ = mg cos θ

R N A

m ax = R sin θ

m ay = R cos θ − mg

R ax ay

a = a2
x + a 2

y

−h =
1
2

ayt2 t

V = At

ML − m x = 0

tan θ =
h

L + x
x L



医学部専門予備校YMS

3

!%#$

問１　  に，  ，  を代入する 

問２　 

 の位置に来たの向心方向の方程式：  

エネルギー保存則：     

２式より，  

問１と同様にして，  

これと問１を連立する。 

問３　問２より 

   のとき　  

   のとき　  

２式より 

   これが，1.10 となるので，  

v = f λ v =
mg
ρ

λ = 2L

θ m
v2

R
= T − mg cos θ

−mgR cos θ0 =
1
2

mv2 + (−mgR cos θ )

T = mg(3 cos θ − 2 cos θ0)

f =
1

2L
mg(3 cos θ − 2 cos θ0)

ρ

θ = 0
fMax

f0
= 3 − 2 cos θ0

θ = θ0
fmin

f0
= cos θ0

fMax

fmin
=

3
3.21

cos θ0 = 0.934
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問１　誘導起電力の大きさは一定なので，電流の大きさは一定となる。 
　　　レンツの法則より，電流の方向に注意する 

問２　  

問３　コイルが磁場の中に入る時と，出る時のそれぞれの仕事が 

   

　なので，これを合わせて 

   

問４　電池と誘導起電力の方向は同じ方向なので，これらを合わせて回路の起電力は 

   
　なので， 

   

　に  を代入する 

問５　 

電流： コイルが磁場から入る時，出るときに誘導起電力によって電流が流れる。 

  コイルに誘導起電力が生じていないときはコンデンサーからの放電によって電流が流れる。 

　  以上のことから，コンデンサーが繋がれているときの電流はなめらかに 0 に収束するこ 

  と，レンツの法則で電流の方向を考えてグラフを選ぶ。 

力：  コイルが磁場から入る時，流れる電流によって  の力を受けるが，コンデンサーの放電 

  しているときは，左右から逆向き  が生じるので，外力は 0 となる。 

F = IBL1 =
vBL1

R
× BL1 =

vB2L2
1

R

W1 = |F | × L2 =
L2

1 L2vB2

R

W = W1 + W1 =
2L2

1 L2vB2

R

V = vBL1 + E

P =
V 2

R
V

IBL1

IBL1
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第４問 
誘電体が  挿入されているときのコンデンサーの電気容量を  とすると 

　　  

　　　  

　　　  

  となる。 

問 1   なので   

問 2   コンデンサーに蓄えられている電気量  は  だから、  として 

　　     ∴   

問 3　  

問 4   コンデンサーの電気容量の変化  は 

　　　  

　よって，電気量の変化  は  

問 5   

問 6  仕事とエネルギーの関係より 
　　  

∴　  [N] 

x C

C =
ϵ0a(a − x)

d
+

ϵrϵ0a x
d

=
ϵ0a
d

{(ϵr − 1)x + a}

=
ϵ0a
d

{6x + a}

x =
2
3

a C0 = 5ϵ0

Q Q = 7ϵ0V Q = C0V0

7ϵ0V = 5ϵ0V0 V0 = 1.4V

U0 =
1
2

C0V 2
0 = 4.9ϵ0V 2

ΔC

ΔC = 6
ϵ0a
d

Δx = 60ϵ0Δx

ΔQ ΔQ = ΔC V = 60Δxϵ0V

ΔU =
1
2

ΔC V 2 = 30Δxϵ0V 2

ΔQV + (−FΔx) = ΔU

F =
ΔQV − ΔU

Δx
= 30ϵV 2
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問１ 

   

問２　半減期の公式を用いて 

   

これが問１の値と等しいとすると 

   

これを  について解く 

NPb

NU
=

0.047
206

0.097
238

= 0.500

NPb

NU
=

N0 − N0 ( 1
2 )

t
T

N0 ( 1
2 )

t
T

= 2
t
T − 1

2
t
T =

3
2

t



0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410 https://yms.ne.jp/
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メルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧

医大別直前講習会

受付中
締切間近

締切間近

※内容は変更になる場合がございます。最新の情報はホームページよりご確認ください。 ◆各講座の時間割・受講料・会場についてはHPでご確認ください。

対　象 高3生・高卒生対象 料　金 6,600円（税別）

聖マリアンナ医科大学[後期]模試

昭和大学医学部[Ⅱ期]模試

科　目 2月20日（火）20:00申込締切

会　場  

2.21

2.23
科　目

英／数／化／生／物

英／数／化／生／物

東京／大阪／福岡

東京／大阪／福岡
2月18日（日）20:00申込締切

会　場  

（水）

（金）

後期・Ⅱ期
■ 獨協医科大学
■ 聖マリアンナ医科大学
■ 日本大学
■ 埼玉医科大学
■ 昭和大学
■ 日本医科大学
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